
　

フ
ィ
リ
ピ
ン
在
住
邦
人
の
方
々
は
ご
存
知
の
通
り
、
２
０
１
５
年

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 
セ
ブ
で
は
こ
の

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
合
わ
せ
た
道
路
改
修
工
事
で
多
く
の
方
が
不
便
を
感
じ

た
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
首
脳
会
議
は
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
セ
ブ
で
も
４
回
の
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
最

初
の
会
合
と
な
っ
た
構
造
改
革
大
臣
会
合
に
小
泉
進
次
郎
内
閣
府
大

臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
大
臣
会
合
出
席
に
合
わ
せ
て
セ
ブ
に
お
け
る
戦
没
者
慰
霊
の

申
し
出
が
政
務
官
側
よ
り
あ
り
、
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
た
結
果
セ

ブ
観
音
の
慰
霊
が
決
定
さ
れ
日
本
人
会
理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。　

政
務
官
は
セ
ブ
観
音
に
献
花
後
、
セ
ブ
観
音
建
立
の
経
緯
の
説
明
を

受
け
悲
惨
な
大
戦
の
戦
没
者
の
慰
霊
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

ま
た
セ
ブ
市
を
見
下
ろ
す
位
置
か
ら
、

Ｉ
T
パ
ー
ク
に
元
特
別
攻
撃
隊
の
基
地
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。　

こ
の
慰
霊
に
際
し
て
マ
ル
コ

小
泉
政
務
官
の
セ
ブ
観
音
慰
霊
と

日
本
人
会
理
事
と
の
会
談

セ
ブ
日
本
人
会
　
会
長

三
村
幸
弘

ポ
ー
ロ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
は
急
な
雨
の
た
め
の
テ
ン
ト

や
傘
の
準
備
な
ど
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

慰
霊
後
は
場
所
を
ホ
テ
ル
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
に
移
し
、
セ
ブ
日
本
人
会
理
事
と
の
歓
談
の

機
会
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

歓
談
で
は

各
理
事
が
自
己
紹
介
と
セ
ブ
で
抱
え
る
問
題
や
現
地

で
の
魅
力
あ
る
生
活
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。　
「
セ

ブ
総
領
事
館
解
説
に
つ
い
て
の
要
望
」「
セ
ブ
の
環

境
問
題
」「
日
本
人
補
習
校
に
つ
い
て
」「
日
比
交
流

委
員
会
と
盆
踊
り
大
会
」「
セ
ブ
の
魅
力
」「
ダ
イ
ビ

ン
グ
」「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
抱
え
る
貧
困
と
そ
の
援
助

活
動
に
つ
い
て
」「
４
０
年
以
前
の
セ
ブ
と
現
在
の

話
」「
日
本
の
介
護
問
題
と
高
齢
化
に
対
す
る
危
惧
」

な
ど
の
話
が
各
理
事
よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。
小
泉
政

務
官
は
各
理
事
の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
り
、
そ
の
説

明
に
深
く
入
り
込
ん
だ
質
問
を
さ
れ
た
ご
自
身
の
意

見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

最
後
に
以
下
の
総
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。　
「
総
領
事
館
の
要
望
は
商
工

会
と
の
昼
食
時
に
続
き
、1

日
に
２
度
も
耳
に
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。　

世
論
は
大
使
館
・
領
事
館
の
予

算
削
減
に
向
か
っ
て
い
る
が
、
セ
ブ
の
よ
う
に
在
留

邦
人
人
口
が
爆
発
的
に
増
え
、
領
事
事
務
所
に
求
め

ら
れ
る
機
能
が
多
様
化
し
て
い
る
現
状
を
現
地
の
日

本
人
が
訴
え
る
必
要
が
あ
る
。」　
「
政
務
官
と
し
て

初
の
海
外
出
張
と
な
っ
た
が
、
奇
し
く
も
父
で
あ
る

小
泉
純
一
郎
元
総
理
大
臣
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
構

造
改
革
会
合
に
出
席
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
セ
ブ

に
何
か
の
縁
を
感
じ
る
。」　
「
不
便
だ
っ
た
昔
の
生

活
を
満
面
の
笑
み
で
話
さ
れ
る
神
田
理
事
の
笑
顔
が

と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。　

こ
の
笑
顔
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
そ
し
て
セ
ブ
の
魅
力
を
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。」

　　

政
務
官
に
対
す
る
印
象
は
、
ま
ず
言
葉
の
発
音
が

き
れ
い
で
明
確
だ
っ
た
こ
と
。　

こ
れ
は
政
治
家
の

家
系
と
し
て
特
別
な
訓
練
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。　

次
に
話
の
聞
き
方
が
非
常
に
上
手
で
あ

り
、
そ
の
話
に
対
す
る
返
答
も
的
を
射
て
お
り
、
知

識
の
豊
富
さ
と
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
の
広
さ
を
感
じ
ま

し
た
。　

さ
ら
に
会
話
は
権
力
意
識
を
表
に
出
さ
ず
、

非
常
に
ソ
フ
ト
で
相
手
を
包
み
込
む
技
術
を
持
た
れ

て
い
ま
す
。

モ
ー
ル
で
気
さ
く
に
話
し
か
け
ら
れ
た
日
本
人
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。　

短
い
時
間

で
し
た
が
有
意
義
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第
7
回
セ
ブ
日
本
人
墓
地
墓
参
り
の
報
告

                                

シ
ニ
ア
担
当
理
事

  

リ
ロ
ア
ン
の
セ
ブ
日
本
人
墓
地
で
9
月
2
0
日

（
日
）、
秋
分
の
日
に
合
わ
せ
た
お
墓
参
り
を
行
い

ま
し
た
。

セ
ブ
領
事
事
務
所
所
長
の
平
川
領
事
に
も
ご
参
列

頂
き
、
今
回
で
7
回
目
と
な
る
墓
参
を
1
3
人

の
方
々
に
お
集
ま
り
頂
き
行
う
。
ご
参
列
さ
れ
た

方
、
暑
い
中
ど
う
も
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

定
刻
の
午
前
1
0
時
半
開
始
。

前
日
本
人
会
長
の
石
田
さ
ん
に
よ
る
読
経
、
そ
の

間
に
参
列
者
が
焼
香
。

参
列
者
の
ご
焼
香
が
終
り
、
櫻
井
日
本
人
会
副
会

長
か
ら
の
ご
挨
拶
。

そ
し
て
石
田
さ
ん
を
囲
ん
で
参
列
者
全
員
で
セ
ブ

日
本
人
墓
地
に
関
す
る
有
意
義
な
話
を
し
、
1
1

時
半
に

滞
り
な
く
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま

す
。

セ
ブ
日
本
人
墓
地
の
生
い
立
ち
。

セ
ブ
市
内
の
ロ
レ
ガ
・
サ
ン
ミ
ゲ
ー
ル
市
営
墓
地

内
に
戦
前
か
ら
有
っ
た
日
本
人
墓
地
に
、
不
法
占

拠
者
が
住
み
着
き
、
墓
石
を
掘
り
返
さ
れ
て
無

残
な
状
態
だ
っ
た
の
を
見
た
、
セ
ブ
日
本
人
会

5
代
会
長
の
高
橋
正
則
様
が
ご
自
身
で
所
有
さ

れ
て
い
た
C
a
l
e
r
o 

M
e
m
o
r
i
a
l 

C
e
m
e
t
e
r
y
の
土
地
を
1
9
9
8
年
に

寄
付
し
て
下
さ
る
。

そ
の
後
セ
ブ
日
本
人
会
が
1
区
画
を
追
加
購
入
し
、

現
在
の
長
方
形
と
土
地
と
な
っ
た
。

そ
し
て
1
9
9
9
年
調
布
市
延
浄
寺
の
網
代
正
孝

住
職
に
来
て
貰
い
、「
魂
の
移
転
」
の
宗
教
手
続
き

と
「
読
経
」
を
し
て
頂
く
。

網
代
住
職
に
よ
る
と
「
墓
地
の
移
転
は
、
旧
墓
地

の
墓
石
や
お
骨
の
移
動
は
必
要
な
く
、
新
し
い
お

墓
で
墓
地
を
移
す
読
経
を
す
れ
ば
魂
の
移
転
は
済

む
」
と
の
事
。

こ
の
墓
地
移
転
の
読
経
に
よ
り
、
昭
和
初
期
か
ら

セ
ブ
に
永
眠
さ
れ
て
い
た
日
本
人
の
魂
が
、
リ
ロ

ア
ン
の
セ
ブ
日
本
人
墓
地
に
移
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
は
、
す
み
れ
会
の
皆
様
に
お
墓
の
掃
除
や
、

お
参
り
を
し
て
貰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
2
0
0
6

年
に
当
時
の
作
永
領
事
と
石
田
日
本
人
会
長
ご
尽

力
で
、
セ
ブ
日
本
人
会
が
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

又
、
前
日
本
人
会
理
事
の
方
々
の
呼
び
か
け
で
、

沢
山
の
人
か
ら
ご
寄
付
を
頂
き
2
0
1
3
年
に
立

派
な
墓
地
が
完
成
す
る
。
関
係
者
の
方
々
に
は
、

深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
で
は
今
年
4
月
に
亡
く
な
っ
た
日
本
人
会
会

員
の
徳
永
さ
ん
が
埋
葬
さ
れ
、
7
名
が
永
眠
さ
れ

て
い
る
。

セ
ブ
に
住
む
邦
人
が
増
え
る
に
従
い
、
セ
ブ
日
本

人
墓
地
に
永
眠
を
希
望
さ
れ
る
方
が
増
え
る
と
思

わ
れ
る
。
日
本
人
会
と
し
て
は
セ
ブ
日
本
人
墓
地

利
用
規
定
に
沿
っ
て
、
故
人
が
安
ら
か
に
永
眠
出

来
る
墓
地
の
運
営
に
、
今
後
と
も
努
力
し
実
施
致

し
ま
す
。

２
０
１
５
年
１
０
月
４
日
、
F
O
R
M
E
R　

D
O
N　

B
O
S
C
O　

B
O
Y
S　

H
O
M
E

に
て
、
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
大

雨
が
降
り
、
途
中
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
パ
ラ
パ
ラ
と
時
折
小
雨
が
降
っ
た
も
の
の
、

大
き
な
天
気
の
崩
れ
も
な
く
、
滞
り
な
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
終
了
で
き
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
校
で
は
運
動
会
の
よ
う
な
も
の

は
な
く
、
補
習
校
の
生
徒
を
中
心
と
し
た
参
加
し

た
子
供
た
ち
は
生
き
生
き
と
競
技
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
初
め
て
運
動
会
を
経
験
す
る
子
供
も

お
り
、
途
中
で
戸
惑
う
場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
ま
た
微
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

大
玉
こ
ろ
が
し
で
は
、
重
り
の
入
っ
た
大
玉
に
翻
弄
さ
れ
、

何
度
も
転
が
っ
て
し
ま
う
子
供
も
い
て
、
会
場
で
は
大
爆

笑
と
な
り
ま
し
た
。

 

今
年
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
で
も
よ
く
見
ら
れ

る
ズ
ン
バ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
指
導
の
元
、
父
兄
や
生
徒
を
中
心
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
リ
ズ
ム
感
の
よ
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
人
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
ば

か
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ズ
ン
バ

は
見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
で
す
が
、
相
当
に
体
力
を
使
う

も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
終
わ
っ
た
後
の
父
兄
の
皆
様
の

表
情
を
み
て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

 

昨
年
は
途
中
の
雨
で
中
止
と
な
っ
た
リ
レ
ー
。
２
年
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。
高
学
年
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
最

初
は
白
組
が
圧
倒
的
な
強
さ
で
紅
組
を
半
周
ほ
ど
引
き
離

し
、勝
負
あ
っ
た
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、終
盤
で
助
っ

人
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
ま
さ
か
の
追
い
上
げ
で
、

結
局
、
紅
組
の
逆
転
勝
利
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

ま
た
一
生
懸
命
走
る
生
徒
を
必
死
で
応
援
す
る
生
徒
の
姿

も
心
に
残
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
熱
く
仲
間
を
応
援
で
き

る
セ
ブ
の
子
供
た
ち
を
誇
り
に
思
い
、
い
つ
ま
で
も
そ
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

紅
組
１
１
５
点
、
白
組
３
５
点
と
歴
史
に
残
る
大
差
で
の

紅
組
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
運
動
会
は
日
本
人
会
主
催
で
毎
年
、
こ
の
時
期
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
で
２
５
回
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
模
擬
店
な
ど
も
あ
り
、
運
動
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
以
外
の
楽
し
み
と
な
り
ま
し
た
。

補
習
校
の
講
師
の
方
々
を
中
心
に
６
月
か
ら
準
備
に
入

り
、
会
員
の
皆
様
の
寄
付
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
年

も
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
５
年
セ
ブ
大
運
動
会
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2015 年（平成 27 年）11 月 1 日
セブ日本人会理事選挙管理委員会

委員長 : 石田　武司

２０１５年末をもって現理事の任期 ( ２年 ) が満了になります。
つきましては新理事の立候補を下記の通り受け付けますので、ご案内申し上げ

ます。

立候補者受付 : １１月０１日 ( 日 ) ～１１日 ( 水 )

立候補ご希望の方は以下の申し込み用紙にてセブ日本人会事務所まで提出して
ください。

尚、理事定員 ( ９名 ) を上回る応募者がある場合は選挙実施となります。
選挙告示日は 11 月１６日、選挙は１１月２３日月曜日の予定となっておりま

す。
選挙が行われる場合の詳細については後日連絡させて頂きます。

* 注 . 理事に立候補できるのは、セブ日本人会正会員の方で任期中活動可能な
地域に居住予定の方となります。

賛助会員、家族会員、臨時会員の方には、被選挙権がありません。
新会長は新理事によりその中から選出し、各担当職務を発表します。

以上

--------------------------------              切り取り            ----------------------------------
セブ日本人会理事選挙管理委員長殿

セブ日本人会理事選挙立候補届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015 年　月　　日
2016 年度セブ日本人会理事選挙に立候補します。
立候補者名：
現住所：
生年月日：
出生地：
国籍：
職業：
勤務先：
所在地：
連絡先：
所信表明：

IPI スポーツ
コンプレックス

駐車場あり

今回も協賛店などのご協力頂き”屋台”も出店いたしますので飲み物や食べ
物もたくさんございます。入場料は無料なのでご家族やお友達もお誘いし
てお越しください。日本人会会員に限らずお気軽にお誘いしてお越しくださ
い。
※出店ご希望の方は下記連絡先までご連絡ください。

セブ日本人会では日本人の交流を
深める為に”日曜市（旧土曜市）”
を再開します。

IPIにはスイミングプールがあり泳
ぐのは自由で椅子やテーブル等の
準備をしております。
（お子様用のプールもあります）

※※水着着用
日時：11月15日 ( 午前１0時～ )

場所：IPI・スポーツ・コンプレックス

入場料：無料

日曜市のお知らせ

郵便等投票

登録・投票は簡単です

在外公館投票 日本国内で投票

①満20歳以上で
②日本国籍を持っていて
③海外に3ヶ月以上お住まいの方

直接日本大使館・総領事館（領事事務所）
に出向いて投票する方法。

投票用紙等を請求して、記載の上、登録先
の選挙管理委員会へ郵送する方法。

一時帰国した方や帰国直後で転入届を提出して3ヶ月
未満の方は、日本国内でも投票できます。

※申請書や選挙人証が海外・国内を往復するため２・３か月かかります　※選挙人証受取は郵送又は窓口での受取が選べます

郵送派?

直接派?
国内派?

在外投票は次の3つの方法から選択できます

必要書類を準備し申請書に記入、
大使館、総領事館窓口で登録申請 選挙人証の受取3か月後に大使館などから

住所確認の連絡を受ける

〜
在
外
選
挙
の
制
度
と
手
続
き
に
つ
い
て
〜

外 務 省詳しくは、在セブ領事事務所 TEL：032-231-7321 Mail：cebucoj@ma.mofa.go.jp 検 索外務省  在外選挙 　　　　　　　　　　まで。

■平成22年5月に憲法改正国民投票法が施行されました。在外選挙人証をお持ちの方は国民投票にも投票できます。

在外選挙登録資格

大
切
な 

未
来
を
築
く 

そ
の
権
利

「

」

用意するもの

旅券

申請書

居住している事を
証明できる書類 固定電話

　または葉書

大使館

選挙人証

公職選挙法の改正により

2016年6月19日において

満18歳以上の方(1998年

6月20日以前の出生者)も

登録申請できます

代理で同居家族を通じた申請もできます。
申請者の上記書類と署名入り在外選挙人名簿登録申請書と申出書※、代理の方の旅券をご用意ください。
※領事窓口または総務省のホームページから入手できます。

または



協賛店紹介       日本料理　夢屋　喜兵衛    Japanese Restaurant Yumeya -Kihei

日本料理　夢屋　喜兵衛は料理人故須田靖章により 2001 年９月に当時のセブプラザホテル（現マルコポーロプラザセブ）にオープン。2003 年
3 月にホテルが一時閉鎖した為現在のお店で 2003 年 6 月よりリニューアルを開始しこれまでセブ島の皆様をはじめ多くの皆様より愛され続け
ています。故須田靖章の味を継承しこれからも夢屋ファミリー一丸となってセブ島の日本料理界を盛り上げていきますので皆様是非お越しくだ
さい。
夢屋でしか味わえないおまかせ料理、仕出し弁当、出張パーティーなども引き続き取り扱っていますのでお気軽にお問い合わせください。

プロモのお知らせ　11 月１日から３０日ま
でお食事に限り 10% の値引きを行います。

（但し現金での支払いのみ）5%( クレジッ
トカード )

お店の名前 日本料理　夢屋　喜兵衛

お店の名前（英語表記 Japanese Restaurant Yumeya -Kihei

営業時間 11:30am-2:30pm ランチ
5:30pm-10:30pm ディナー

定休日 なし

住所
（可能であればタクシー運転手への行き先の伝え方等）

Grand Floor F.Cabahug St.,Mabolo Cebu City
タクシー運転手にはキャッスルピークホテル近くと伝え
ると便利。

電話番号 (032)234-2388 お店
(032)234-2551 事務所
(032)234-1853 fax

メールアドレス shotlovesfood@gmail.com

ホームページ https://www.facebook.com/yumeyakihei?fref=ts 
FB :Yumeya Kihei Japanese Restaurant

お問合せ担当者名等 須田　章太郎

ALICE GARDEN 誕生秘話
竹石真史郎

Alice Garden が今に至るまでのお話をしたいと思います。 なぜ私達がセブ島で起業することになっ
たのか。それは 2011 年、語学留学でセブ島に来たのが始まりでした。そこで現オーナーである
３人 ( 竹石真史郎、吉田凌、斎藤晴樹 ) が出会いました。当時、僕が 22 歳で斎藤は 20 歳、吉田
はまだ 17 歳という若さでした。 帰国後もセブの人々の明るさや大らかさに惹かれ、大学の夏休
みや春休みを利用してトータル 3 回の留学を経験しました。 大学卒業後、留学で出会った先輩が
セブで IT 企業の立ち上げに関わると聞き、海外で働くことが身近に感じられました。そして、そ
の先輩が働いている会社でインターンとして受け入れていただき、半年後には吉田も一緒に働く
ことになりました。 しかし、当然インターンシップで収入を得ることはできません。そこでこれ
からどう収入を得ていくのかを二人で考えた結果、サプリメントや化粧品のネット販売に取り組
みました。 近所にあった韓国人オーナーのカフェを仕事場として利用し毎日のように通っている
と、数ヶ月もしないうちにオーナーと親しくなり、食事や遊びに出かけるようになりました。 そ
して、その韓国人オーナーに「いい場所が見つかったから共同経営でカフェをやらないか」と持
ちかけられたのが今の Alice Garden の始まりでした。 場所はラホッグのウィルソンストリート、キャンプラプラプの入り口。少し奥まっていますが同じ通り
には FUJINOYA、PINO、Mangahan など有名店が多数あり、近くにはホテルや語学学校もあったので出店を決めました。 しかし、３人でカフェを作ろうとす
るも様々な壁に突き当たりました。 まず、韓国人カフェオーナーに紹介された同じく韓国の建築業者は、2 ヶ月を予定していた工事に６ヶ月費やした上にオー
ダーしたものと全く違い、建物自体も欠陥だらけ。結局ほとんど手付かずのまま連絡がつかなくなってしまいました。またさらに追い討ちをかけるかのように、
出店を持ちかけてきた韓国人オーナーが僕と吉田で出した資金を使い込んでいたことが発覚し、離れることになりました。 メニューもその店から持ってくる

予定だったのでレシピすらなく、経験のない 2 人とボロボロの未完成の店、そして研修中のスタッフ 4 人だ
けが取り残され、一時は日本への帰国も考えました。 しかし、このままでは皆に顔向けできない、どうにか
しなくてはならないと思い、日本から斎藤を引き入れ全てを一から見直しました。 そして自分たちで内装や
デザインを手がけ、業態をカフェからレストランに変更しメニューを考え、従業員を教育してやっと満足に
営業出来る段階にできました。 しかし、やっとの思いでオープンするも売上は上がらず、厳しい状況が続き
ました。 そんな中、先輩方が毎日のように知り合いを連れて来て下さったり、宣伝して頂いたりと売上が立
つまで助けてくれました。留学時代に惹かれたセブ島の人達の優しさを、今度はビジネスを通して実感しま
した。 そんな周りの方々に支えられて、今ではお客様から「雰囲気が凄くいい」「セブ島でベストのパスタだ」

「コーヒーがとても美味しい」などのお言葉を頂き、あの時諦めずに力を合わせてやって本当によかったなと
思います。 これからもより良いお店を目指し、お世話になった方々やお客様に少しでも恩返しできればと思
いますので、どうぞよろしくお願い致します。
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セブでの大学祭
前田　高洋

 ９月１９日（土）にここセブの SRP（South Road properties　新しく年内にできる SM 
Seaside の近くです）で、日本でいういわゆる大学祭がありました。好奇心旺盛な私は、こ
のイベントで日本食の屋台を出すと友人から聞いて、それならぜひ手伝いをさせてください
とお願いすると、何と綿菓子とヨーヨー釣りをお願いされることになりました。手伝いだけ
のつもりが、まさか１人で任されるとは、、、。しかし、ここは何でも経験、何とかなるだろう
と楽観的にその時は考えていました。
　当日は何とか雨もほとんど降らず、曇って、暑すぎず、完璧な天気でした。会場は海沿いで、
それなりの大きさ。到着すると、何と大学生が日本の遊びをチーム対抗戦で勝負していまし
た。運動会でよくやった、綱引きやキックベース、ドロジュン（鬼ごっこの一種）などで盛
り上がっているではないですか。たまたま今回は祭りに日本の遊びをやろうということだっ
たらしいです。子供の時によく遊んだゲームを、こちらのフィリピン人がやっているのを見

ていると微笑ましく
なりました。そして文化交流として、こういった遊びをお互いに紹介して、
実際に体験してみると相互理解が深まるきっかけにもなるのではないか
とも感じました。
　さて、肝心の屋台のほうは８月にあった盆踊りの記憶を思い出し、フィ
リピン人は甘いもの好きなので日本の物は珍しがって、綿菓子はばか売
れに違いないと考えていました。しかし、ふたをあけてみると、全く売
れないのです。お客さんは、ほぼ大学生。一般のお客様は皆無にちかかっ
たです。というのも、入場料だけで４００ペソもしたのです。盆踊りと
比べたら４０倍の値段。しかも場所はジプニーが通ってないところだっ
たので、車持っている人かタクシー、バイクなどで来られる人しかいな
かったでしょう。富裕層でなければ、正直誰も来ないだろうと感じました。
家族連れや、子供に人気のある綿菓子とヨーヨー釣りは、大学生の年代
に興味を引き付けるには厳しかったです。他の日本食（ラーメン、カレー、
おにぎり、焼きそば、豚丼など）も、ほとんど売れず、厳しい売り上げ
でした。ちなみに後日気づいたのですが、SM モールに綿菓子を売ってい
るところを見つけたので、フィリピン人にはそんなに珍しいお菓子じゃ
ないのかもしれないですね。
　そして夜になると、定番のディスコタイム？こちらの人は本当に音楽
好きで、踊るのも大好きなのはよくわかります。この日は朝の２時まで
踊っていたそうです。さすがに私は眠かったので、途中で帰りましたが、
声出して、ジャンプして盛り上がってる大学生たちを横目で見て、若いっ
ていいなと感じさせられました（笑）屋台の売り上げは厳しかったですが、
貴重な体験ができました。

はじめてのアルバイト
若菜　莉鶴

とにもかくにも初めてのアルバイトだったので緊張しました。
母から通訳 ( 英語から日本語、日本語から英語 ) できる人を募集しているから私と兄で行ってみたらと言われ渋々インタビューに行きました。
インタビューは電話で行われましたが、ただ日本語で自己紹介をするといういかにも簡単なものでした。テレビドラマの、個室に呼ばれていろ
いろ質問される場面を想像していたから拍子抜けしました。しばらく日が経ち「採用します」というメールが届きました。が、兄には不採用の
返事が…。当日は一人で会場に向かいました。大学で仲良くしているお友だちが、そのイベントで歌を歌うと聞いたので、不安な気持ちもあり
ましたが心強く思いました。
集合時間に行ってみると、なんと兄に流された不採用のメールは、他の人へのものであり、それが間違いであったというメールが兄には届いて

いなかったのだとか。担当の方から今から来れるかと聞かれたので、電話をか
けて事の次第を説明し、急いで来るよう言いました。
通訳の仕事はアヤラで行われました。ジェリーフィッシュという学校が、セブ
の high school student を招き、日本から来た様々な専門学校を紹介するとい
うイベントの中での仕事です。
いくつもの専門学校がそれぞれのブースを開いて、色々なパンフレットやポス
ターを、配ったり貼ったりしていました。私の仕事はというと、一つの決めら
れたブースでその学校が何処にあって、どんな事を学ぶかを、その専門学校か
ら派遣された方と共に英語やビサヤ語で説明するというものでした。
私は横浜にある芸術やファッションの専門学校に配属されました。最初こそ戸
惑いましたが、時間が過ぎるにつれだんだん仕事が楽しくなりました。通訳の
中では、私が一番年下だったので本当にソワソワしていたと思います。でも話
し相手がみんなハイスクール 4 年生ぐらいだったのですぐに慣れました。
　なにはともあれ初めてのアルバイト、とても楽しい経験をすることができま
した。おわり。



協賛店紹介       ブタンディン・マリン・ダイバー    BUTANDING MARINE DIVER

お店の名前 ブタンディン・マリン・ダイバー
お店の名前（英語表記  BUTANDING MARINE DIVER
営業時間 ９：３０～１８：３０

定休日 なし

住所
（可能であればタクシー運転手への行き先の伝え方等）

White Sand Subdivision, Maribago　Lapu-lapu City, 
Mactan Island, Cebu

not white sands hotel. this hotel front,have a Gardman 
house. much better question Gardman.
ホワイトサンドホテル前のガードハウスで場所聞いても
らえるとわかりやすいです。

電話番号 +63-32-239-6845　（ショップ）
+63-919-596-6718　（担当ナナ）

メールアドレス travel@cebu-diving.com

ホームページ http://www.cebu-diving.com

お問合せ担当者名等 ナナ

ジンベイツアー（2 名様～）
ダイビング　各種機材取り揃えていま
す。
アイランドホッピング　パッケージ
特別キャンペーン中！！

ヘイズ（Haze）の発生に伴う注意喚起
２０１５年１０月２８日

在フィリピン日本国大使館
１　煙害（ヘイズ：Haze）の発生状況

（１）９月中旬以降，インドネシア・スマトラ島などにおける野焼きや森林火災が発生源と見られる煙害 ( ヘイズ）により，マレーシア各地及びシンガポールにおいて
大気汚染指数の悪化が報告されていました。

（２）フィリピンにおいても，先週から南部ミンダナオ地方及びビサヤ地方の一部において，視界不良による一時空港閉鎖，フライト便がキャンセルなどの影響が出始
めています。環境天然資源省（ＤＥＮＲ）は，この影響を踏まえて，調査した結果，ミンダナオ地方の複数の州において，ヘイズに起因する高レベルの大気汚染物質が
含まれていたことを公表しており，当局によるモニタリングの強化が行われているところです。

（３）保健省は，今回のヘイズの影響を受け，呼吸器感染症，心臓疾患のリスクが増大するおそれがあり，
特に，高齢者，子供，呼吸器疾患や心臓疾患のある方に対し，外出時におけるマスクの着用などの注意を
呼びかけています。今後，中部のビサヤ地方，マニラ首都圏においても影響が出る可能性も考えられます
ので，下記３に記載した予防・対策事項をご一読の上，十分な予防及び対策を講じるようにしてください。

２　煙害（ヘイズ：Haze）とは
　インドネシア・スマトラ島などにおける大規模な野焼きや森林火災により生じた煙が，南西季節風 ( モン
スーン ) により，マレー半島やシンガポールに流されることにより生じる煙害を指します。例年，乾季に当
たる５月～１０月に観測されます。なお，今回のフィリピンでの影響は，先般発生した台風２４号による
ものとの見方があります。
　
３　ヘイズによる大気汚染への予防・対策事項
　ヘイズが原因で，咳やくしゃみ，喘息，気管支炎，結膜炎等の症状が出ることがあります。ヘイズによ
る対策については，次の諸点に注意してください。

（１）不要不急の外出は避ける。
（２）外出時にはマスクの使用を心がける（なお，ヘイズには PM2.5 も含まれるため，「N95」など，マス

クの性能規格についてもご留意ください。）。
（３）うがいを励行する。
（４）水分を多く取る。
（５）症状が深刻な場合には、最寄りの医療機関に相談する。

○参考情報
フィリピン保健省
https://www.facebook.com/OfficialDOHgov

PTN トラベル
(032)-340-7910/495-8521
c/o Shudou Jyuku Brgy, Lapu-lapu

オプショナルツアー

まずは気軽に日本人スタッフ　直通ダイヤル 0917-622-0373
までお電話してみて下さい。

セブ在住だけどまだ余りセブやボホールの観光をしたことがない、、、、
日本から友達が来るので、一緒に出かけたいけどガイド出来るほどよく
知らない、、、、　などお悩みの方は、是非とも弊社までお尋ね下さい。
格安料金でのホテル手配やオプショナルツアー手配など様々なプランの
ご相談を賜ります。アイランドピクニックから市内観光、ボホールツアー、
楽しいツアーをご提供いたします。

セブ市内観光
アイランドピクニック
ボホール島1日観光
みどころツアー（夜景観賞）
ナイトシティツアー
わくわくマクタン島めぐり
カワサンフォールツアー
ニューハーフショー＆ディナー
シャングリラビーチツアー

US＄60
US＄80
US＄120
US＄55
US＄55
US＄30
US＄95
US＄55
US＄95～

その他多数、用意してます！！上記料金は、大人お
一人の料金です。子供料金もあります。セブの海
を楽しみたい方、お気軽にお問い合わせ下さい。

CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.) 2015  NOVEMBER.  VOL 149 (5)

セブ、マクタン島マリバコで営業しております。
お客様には「アットホームですね」と本当に良く言われます。
特に意識はしておりませんが、いらして頂くとまず最初に元気で人懐っこいわんこが遊んで～とお出迎えし、小さいショップですの
で担当ガイドが同じ者になる場合が多く親近感がわくようです。
こういった内容ですのでお一人で来るのが不安な方も「ここは一人でも全然大丈夫ですね」とよく言って頂けます。
 
そして９９％が日本人のお客様ですので現地のフィリピン人でも普段から日本語を勉強しておりならべく日本語での接客を心がけており、そこからダイビングでは安
全第一を考えての少人数制ですので初めてのお客様や久しぶりのダイビングで不安な方にも丁寧に時間の許す限りご案内させて頂いております。
そしてもちろん楽しんで頂けるよう面白い話や冗談を言って笑って頂きます（笑）
また、他のお客様がいない時にはならべくいらして頂いたお客様が楽しんで頂けるようご希望には多少沿うようにはしており、例えばお昼の休憩中はスノーケリング
をしてもいいです。そしてそれは１５分だけ～などではなくお客さんがご希望されれば基本的にはお客様がボートにお戻りになりたいと思うまでして頂き、その後２
本目のダイビング開始などと言った形です。

「やはりセブに来て良かった！楽しかった！」と言って頂けると嬉しいですね。日常よりそう思って頂けるように接客を心掛けておりますので「このショップにして良
かった」と言って頂けることが多くお客様からの「ありがとう、楽しかった。また来ます」の一言が本当にこの仕事をしてて良かったと思える瞬間ですね。
 
多くのお客様に来て頂き楽しんで貰いたいため格安料金でご提供させて頂いておりますがあまりに安いため「なにかあるんですか？」と疑われる事も。。（笑）もちろ
んですが何もありません（笑）
むしろ少人数制でゆったりと丁寧にご案内しておりますのでお得かと思います。決して安いから手を抜くような事はありません！
 
遊びに来て頂いた方は家族です。セブを、ダイビングを、そして当ショップを好きになって頂けるようこれからも務めさせて頂きます！



電話：(032)495-7728 or 495-8372
携帯：0917-321-6349(日本語可)
場所：Anemone Resort 内
　　   Buyong, Maribago, Lapu-lapu City

日本人インストラクターが5人常駐！！ダイビング
が初めての方やお一人で参加される方にも安心。
少人数、安全そしてきめ細かなサービスで快適
なダイビングを約束♪またセブ島の南サンタンダ
ー、モアルボアル、ボホールにも支店（もちろん日
本人インストラクター常駐）がありますので、マク
タン以外の海を潜りたいダイバーの方は、ぜひこ
ちらも潜ってみてはいかがですか？

セブ島通信を見て事前に
ダイビングをご予約された方
オリジナルTシャツ贈呈＆ランチ無料！

Emerald Green Diving Center
エメラルドグリーンダイビングセンター

プロモ期限：当セブ島通信発行年月より１年間

☆★ ジンベエツアー開催 ★☆

日本食レストラン「花魁」では日本より

直輸入の日本酒、缶チューハイなど

取り揃え皆様をお待ちしております。

隣には「オイラン・プールバー」が

オープン！ビリヤード、カラオケ

なども楽しめます。こだわりの日本食とショーで満喫して下さい。

 
楽しいショーと美味しい食事

 
セブに来たら花魁においで！

人気の１００ペソメニュー

だし巻きたまご、冷奴、枝豆
M.L. Quezon St.

H
er
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 C
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s 
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A.S. Fortuna St.
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セブ日本人会セブ日本人会

神楽
Kagura

Cell：0917-7171-839.

日英翻訳
(Document Translation)

＊公文書 / 証明書 ＊契約書等＊仕様書 / マニュアル
（横浜市立大学文理学部英文科卒  鈴木 了）

遺族年金申請手続
(Procedures for Pension Benefits to a Filipino family)

＊フィリピン妻子への遺族年金申請手続。
（日本国での担当：宮下 尚之 伊東市社会保険労務協会）

法律相談
(Legal Advice & Assistance).

弁護士による諸手続・法律相談

TEL&FAX：263-0614.  

＊会社設立 (SEC/DTI)(Mepz 含む ) ＊養子縁組・離婚訴訟等
（担当：弁護士ダニロ シノブハン 日本語話します）

…

… …

… …

…

● Inquiry: D'Tratou Cebu Translation & Travel Assistance

www.cebu-mactan.jp  www.mactanboy.com●

Washington South St, Royale Cebu 
Estate,Consolation, Cebu 6001

●

Email: suzkicebu@yahoo.co.jp●

  

■食材店
町屋マート

■ホテル・ビーチリゾート
アネモネリゾート（マクタン）
ルビリゾート（サンタンダー）

■ダイビング・マリンスポーツ
アクア・マリンスポーツ
ブダンディン・マリン・ダイバー
アクアバディス
エメラルドグリーン・ダイビングセンター
 マクタン店
 サンタンダー店
 モアルボアル店
 ボホール店

■飲食店
【セブ市】

遊々亭（和食）
さっちゃん（お好み焼き）
 タランバン店
悟空（和食）マボロ店
ミッキーズ（ケーキ）
Q 兵衛（和食）
Jazz'n Bluz（レストバー）
TYMAD BISTRO（フランス料理）
夢屋喜兵衛（和食）
AMPERSAND（西洋料理）

■飲食店
【マンダウエ市】

神楽（和食）
オイスターベイ（シーフード）
庄内（和食）

【マクタン島】
だるま（和食）
空海（和食）
夜桜（和食）
マリバゴグリル（フィリピン料理）
花魁（和食）

■旅する
フレンドシップツアーズ
KSB トラベル
AS レンタカー

■レジャー・スポーツ
セブトップ

（遊覧飛行、体験飛行）

■その他
Character Studio

（オリジナルグッズ）

■美容・健康
ファウンテン・アロマ

（マッサージ）
ワウ・セブ歯科医院（歯医者）

協賛店一覧 割引き、もしくは特別サービス御座います。
必ず会員証をご持参ください
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み
ん
な
の
思
い

　

生
徒
や
父
兄
の
運
動
会
へ
の
思
い
を
紹
介
し

ま
す
。

・
楽
し
か
っ
た
。

・
面
倒
く
さ
か
っ
た
。

・
リ
レ
ー
が
よ
か
っ
た
。
筋
肉
痛
に
な
っ
た
。

・
走
る
の
大
好
き
！

・
パ
ン
食
い
競
争
が
よ
か
っ
た
。

・
玉
入
れ
は
全
校
生
徒
で
で
き
れ
ば
い
い
と
思

う
。

・
1
～
3
年
生
の
競
技
も
高
学
年
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
高
学
年
も
徒
競
走
に
参
加
し
た
い
。

・
ズ
ン
バ
で
は
、
マ
マ
も
ヤ
ヤ
も
み
ん
な
楽
し
め

た
。
ズ
ン
バ
は
圧
巻
だ
っ
た
。

・
タ
ミ
ヤ
の
プ
ラ
モ
デ
ル
が
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
。

・
今
年
は
雨
が
少
し
だ
け
で
よ
か
っ
た
。

・
鯛
焼
き
が
お
い
し
か
っ
た
。
た
こ
焼
き
が
お
い

し
か
っ
た
。

・
飲
物
が
売
っ
て
い
な
か
っ
た
。

・
子
供
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
て
よ
か
っ

た
。

・
司
会
は
そ
の
場
に
合
っ
た
言
葉
が
選
ば
れ
て
コ

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
て
、
会
場
が
盛
り
上
が
っ
て

い
た
。

・
現
地
校
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
狭
く
、
大
人
も
子
供

も
楽
し
め
る
行
事
が
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
運

動
会
は
と
て
も
よ
か
っ
た
。

・
ま
た
来
年
も
楽
し
み
。

運
動
会   

ー
雑
記
ー

                

森
綾
子

　

１
０
月
４
日
日
曜
日
、
２
０
１
５
年
度
の
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
大
雨
が
降

る
こ
と
も
な
く
、
暑
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
絶
好

の
運
動
会
日
和
で
し
た
。

　

日
本
の
運
動
会
と
い
う
と
、
私
達
の
住
ん
で

い
た
奈
良
市
の
学
校
で
は
、
子
ど
も
は
残
暑
の

季
節
に
毎
日
厳
し
い
練
習
、
母
は
早
起
き
し
て

お
弁
当
作
り
、
父
は
や
は
り
早
起
き
で
観
戦
場

所
と
お
弁
当
の
場
所
取
り
（
徹
夜
組
が
出
た
年

も
あ
り
ま
し
た
）、
本
番
中
も
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
達
の
中
か
ら
間
違
え
ず
に
我
が
子
の
姿
を
確

認
し
て
写
真
を
撮
る
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、

と
な
か
な
か
大
変
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
な
の

で
２
年
前
に
セ
ブ
日
本
人
補
習
校
の
運
動
会
に

初
参
加
し
た
時
に
は
場
所
取
り
し
な
く
て
も
い

い
、
し
か
も
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
ま
で

あ
る
！
屋
台
が
出
て
食
べ
な
が
ら
観
戦
で
き
る
、

子
ど
も
達
は
日
本
の
運
動
会
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
、
と
久
々
に
「
運
動
会
っ
て
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
ん
だ
な
」
と
思
い
出
さ
せ
て
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

３
回
目
の
運
動
会
に
な
る
今
年
、
改
め
て
思

う
の
は
協
力
し
て
下
さ
る
企
業
の
方
々
を
始
め
、

P
T
A
、
先
生
方
と
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て

こ
の
運
動
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
先
生
方
は
競
技
ご
と
に
担
当
を
決
め
て

当
日
の
段
取
り
や
事
前
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

搬
入
や
会
場
設
営
に
は
企
業
の
方
達
に
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
他
に
も
私

が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も
た
く
さ
ん
の
方
の
ご

協
力
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
P
T
A
の

ご
父
兄
に
は
主
に
当
日
競
技
中
に
お
手
伝
い
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
通
常
P
T
A
の
お
母
さ

ん
お
父
さ
ん
方
は
学
校
の
送
迎
で
は
顔
を
合
わ

せ
る
程
度
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の

時
に
は
協
力
し
あ
っ
て
子
ど
も
達
を
盛
り
上
げ

る
の
も
海
外
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

普
段
あ
ま
り
交
流
の
な
い
方
達
と
お
話
で
き
る

の
も
私
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
人
会
の
運
動
会
で
も
あ
る
こ
と

で
、 

学
校
だ
け
の
運
動
会
で
は
そ
う
は
い
か
な
い

で
し
ょ
う
が
、 

大
人
た
ち
も
し
っ
か
り
参
加
し
て

楽
し
め
る
の
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
お
母
さ
ん
達
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理

を
作
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
り
、
ノ
リ
ノ
リ
の
ズ

ン
バ
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
り
と
大
い
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど

も
達
の
楽
し
ん
で
い
る
様
子
、
が
ん
ば
っ
て
い

る
様
子
が
大
人
た
ち
に
は
一
番
嬉
し
く
感
じ
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
疲
れ
も
苦
労
も
吹
き
飛
ぶ

瞬
間
だ
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
ま
た
運
動
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
運
動
会

　

常
夏
の
セ
ブ
。
時
折
の
小
雨
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ほ
ど
よ
い
曇
り
空
の
お
か
げ
で
雨
で
び
し
ょ

ぬ
れ
、
汗
で
び
し
ょ
ぬ
れ
と
い
う
の
は
避
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
観
客
か
ら
喚
声
が
湧
き
あ
が

る
お
お
と
り
の
リ
レ
ー
で
紅
白
の
決
着
が
つ
き

ま
し
た
。
百
十
五
対
三
十
五
で
赤
組
の
優
勝
。

競
技
は
以
下
の
よ
う
に
続
き
ま
し
た
。

玉
入
れ

三
年
生
ま
で
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま
す
。
玉

入
れ
に
使
う
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
運
動
会
が
は
じ

ま
っ
て
か
ら
ず
っ
と
使
い
続
け
て
い
る
愛
着
の

こ
も
っ
た
も
の
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ま
で
は
な
か
な

か
届
か
な
い
け
れ
ど
、
一
生
懸
命
玉
を
投
げ
て

い
る
子
供
た
ち
が
印
象
的
で
し
た
。

台
風
の
目

竹
の
棒
を
三
‐
四
人
で
抱
え
て
一
緒
に
走
る

ゲ
ー
ム
。
メ
ン
バ
ー
の
走
る
速
度
が
違
う
と
置

い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。
白

熱
し
て
棒
の
受
け
渡
し
に
苦
労
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

綱
引
き

低
学
年
と
中
高
学
年
そ
れ
ぞ
れ
で
の
対
戦
。
低

学
年
で
は
白
組
が
赤
組
に
ズ
ル
ズ
ル
と
引
っ
張

ら
れ
て
し
ま
う
場
面
が
印
象
的
で
し
た
。

徒
競
走

ス
タ
ー
ト
の
白
線
を
踏
み
な
が
ら
、
走
る
気
満
々

の
子
供
た
ち
。
勢
い
余
っ
て
、
第
2
走
者
が
第

1
走
者
に
混
ざ
っ
て
一
緒
に
走
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

障
害
物
借
り
物
競
争

コ
メ
袋
に
入
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
玉
子
を
ス
プ
ー
ン
に
乗
せ
て
走
る
エ
ッ
グ
ス

ピ
ー
ン
、
フ
ラ
フ
ー
プ
、
そ
し
て
最
後
の
関
門
・

借
り
物
で
は
眼
鏡
を
か
け
て
い
る
人
、
ス
ニ
ー

カ
ー
を
は
い
て
い
る
人
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い

る
人
な
ど
の
お
題
。
一
人
で
探
し
に
行
く
子
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
通
り
の
人
が
見
つ
か
っ

た
の
に
恥
ず
か
し
く
て
お
願
い
で
き
な
い
子
、

お
手
伝
い
の
お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
探
す

子
な
ど
が
い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
お
い
で

就
学
前
の
子
供
た
ち
が
、
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て

走
り
賞
品
を
受
け
取
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
小
さ
い

子
が
走
る
姿
は
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
で
す
。

パ
ン
食
い
競
争

大
好
評
の
レ
オ
ナ
の
ケ
ー
キ
。
子
ど
も
も
大
人

も
お
手
伝
い
の
方
々
、
講
師
た
ち
も
参
加
し
ま

し
た
。
洗
濯
バ
サ
ミ
に
挟
ま
れ
た
ケ
ー
キ
の
袋

を
か
じ
り
と
る
の
は
意
外
に
大
変
な
も
の
で
す
。

ニ
ア
ピ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

大
人
の
部
・
優
勝
は
日
本
人
会
会
長
の
三
村
幸

弘
さ
ん
、
2
位
は
門
村
照
夫
さ
ん
、
3
位
は
諸

正
弘
さ
ん
で
し
た
。

子
供
の
部
・
優
勝
は
、
き
れ
い
な
フ
ォ
ー
ム
で

ス
イ
ン
グ
し
た
諸
正
蓮
く
ん
。
ボ
ー
ル
が
ポ
ー

ル
か
ら
1
ｍ
3
0
と
い
う
大
人
顔
負
け
の
記

録
、
2
位
は
菅
原
優
一
く
ん
、
3
位
は
秋
山
宙

大
く
ん
で
し
た
。

親
子
二
人
三
脚

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
秘
訣
で
し
ょ
う
か
。
恥
ず
か
し
が
ら
ず

に
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
親
子
に
参
加
し
て
ほ
し

か
っ
た
で
す
。

大
玉
こ
ろ
が
し

小
柄
な
男
子
は
大
玉
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
一

緒
に
回
転
し
て
し
ま
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
光
景
に
溶
け
込
み
朗
ら
か
な
笑
み
を
誘

う
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
・
ズ
ン
バ
：
3
人
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
リ
ー
ド
の
元
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
軽
い
リ
ズ

ム
に
乗
っ
て
イ
キ
イ
キ
と
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス
。
人

知
れ
ず
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
お
母
さ
ん
方
、

お
疲
れ
様
で
し
た
！
私
た
ち
が
子
供
の
こ
ろ
は

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
し
た
け
れ
ど
、
時
代
は
変

わ
り
ま
し
た
ね
ぇ
。
毎
年
恒
例
に
な
る
か
も
？

紅
白
リ
レ
ー

低
学
年
の
部　

1
2
組
の
構
成
で
し
た
が
、ち
ょ

う
ど
の
人
数
が
集
ま
ら
ず
、
2
回
走
っ
て
く
れ

た
生
徒
も
お
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
整
列
す
る

機
会
が
な
い
た
め
か
、
何
度
列
を
作
っ
て
も
す

ぐ
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
次
の
走
者

を
探
し
出
す
の
に
一
苦
労
で
し
た
。

高
学
年
か
ら
大
人
の
部　

1
5
組
の
走
者
で
競

い
ま
し
た
。
ア
ン
カ
ー
を
申
し
出
る
頼
も
し
い

男
子
、
毎
年
参
加
し
て
く
だ
さ
る
父
兄
や
足
自

慢
の
一
般
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
一
番

盛
り
上
が
る
競
技
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
盤
か

ら
赤
組
が
追
い
上
げ
追
い
越
し
、
最
後
ま
で
逃

げ
切
り
優
勝
が
決
定
し
ま
し
た
。

選
手
宣
誓

　

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
運
動
会
を
準
備
し
て
く

だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
胸
に
、
け
が
を
す
る
こ
と
な
く
、
全
力
で
楽

し
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

・
紅
組
代
表　

花
尾　

亜
美

・
白
組
代
表　

栗
田
き
あ
ん

開
会
式
で
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
返
還
は
三
浦
キ
リ
サ

ミ
ー
さ
ん
、
表
彰
式
で
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
は

松
岡
愛
子
さ
ん
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

す
き
な
こ
と
、
な
あ
に　

　
　
　
　
　
　

小
学
1
年
生
の
作
品

・
わ
た
し
は
、
り
ん
ご
が
す
き
で
す
。
た
べ
る
と

う
れ
し
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
（
や
ま
も
と　

な
お
み
）

・
わ
た
し
は
、
か
る
た
が
す
き
で
す
。
か
る
た
を

す
る
と
、
ど
き
ど
き
わ
い
わ
い
す
る
か
ら
で
す
。

・
わ
た
し
は
、
が
っ
こ
う
に
い
く
こ
と
が
す
き
で

す
。
が
っ
こ
う
に
い
く
と　

い
ろ
い
ろ
な
ら
う

か
ら
で
す
。

　
（
さ
く
ら
い　

あ
こ
う
）

・
ぼ
く
は
、
お
ん
ど
く
を
す
る
の
が
す
き
で
す
。

ほ
ん
を
よ
む
と
、
わ
く
わ
く
す
る
か
ら
で
す
。

　
（
こ
み
や
ま　

ひ
な
た
）

・
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
が　

す
き
で
す
。
ゲ
ー
ム
は

ゲ
ー
ム
だ
。

　
（
し
お
や　

け
ん
）

・
わ
た
し
は
、
お
し
ょ
う
が
つ
が
す
き
で
す
。
お

し
ょ
う
が
つ
は
、
お
と
し
だ
ま
を
も
ら
え
る
か

ら
で
す
。

　
（
た
か
や
ま　

あ
さ
こ
）

・
ぼ
く
は
、
べ
ん
き
ょ
う
を
す
る
こ
と
が　

す
き

で
す
。
べ
ん
き
ょ
う
を
す
る
と
あ
た
ま
が
よ
く

な
る
か
ら
で
す
。

　
（
も
り
た　

み
ち
や
）

・
わ
た
し
は
、
べ
ん
き
ょ
う
す
る
こ
と
が
す
き
で

す
。
べ
ん
き
ょ
う
す
る
と
、
う
れ
し
く
な
る
か

ら
で
す
。

　
（
す
ず
き　

ま
ん
え
）

・
わ
た
し
は
、
べ
ん
き
ょ
う
す
る
こ
と
が
す
き
で

す
。
べ
ん
き
ょ
う
す
る
と
、
う
れ
し
く
な
る
か

ら
で
す
。

　
（
や
ま
だ　

さ
ち
）

今
年
の
1
年
生
が
補
習
校
に
入
学
し
て
か
ら
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の

学
習
が
終
わ
り
、
漢
字
の
学
習
も
始
ま
り
ま
し

た
。
な
か
よ
し
の
友
だ
ち
も
で
き
て
、
休
み
時

間
に
は
、
み
ん
な
な
か
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

今
日
の
国
語
の
勉
強
は
「
す
き
な
こ
と
、
な
あ

に
」。
自
分
の
す
き
な
こ
と
と
そ
の
理
由
を
二
文

で
書
く
練
習
で
す
。
マ
ス
目
用
紙
を
使
っ
て
書

く
の
で
す
が
、
姓
と
名
の
間
は
一
ま
す
空
け
る
、

文
の
書
き
出
し
に
は
一
ま
す
空
け
る
な
ど
、
初

め
て
習
う
こ
と
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
み
ん
な

上
手
に
書
け
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
、
微
笑
ま

し
く
穏
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

（
担
任　

加
藤
）

試
験
対
策　

奮
闘
記

　

～
1
2
月
の
日
本
語
能
力
試
験
に
向
け
て
～

　
林　

美
恵
子

「
は
い
！
復
習
テ
ス
ト
す
る
よ
～
！
」

「
え
ー
！
ま
た
ぁ
？
い
や
だ
ぁ
！
」

8
月
2
9
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
J
L
P
T
対

策
講
座
。

J
L
P
T
と
は
日
本
語
能
力
試
験
の
こ
と
で
、

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
人
た
ち
の
た
め
の

試
験
。
セ
ブ
会
場
で
は
今
年
か
ら
7
月
と
1
2

月
の
２
回
実
施
と
な
っ
た
。

今
回
の
対
策
受
講
者
は
N
1
−
１
名
、
N
2
−

２
名
、
N
3
—
３
名
の
計
６
名
。

１
時
間
以
上
か
け
て
通
っ
て
く
る
生
徒
も
い
る
。

初
日
の
テ
ス
ト
で
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
、
合
格
ラ

イ
ン
に
も
う
一
歩
！
と
い
う
結
果
。
そ
れ
を
受

け
て
、
私
の
「
責
任
の
炎
」
が
メ
ラ
メ
ラ
と
燃

え
て
き
た
。

「
先
生
は
、
デ
ビ
ル
だ
！
」
そ
う
言
わ
れ
よ
う
が
、

少
し
で
も
合
格
の
可
能
性
を
あ
げ
る
た
め
、
先

生
だ
っ
て
必
死
！

で
も
、
実
は
彼
ら
、
し
っ
か
り
復
習
し
た

り
、
宿
題
を
得
意
げ
に
み
せ
た
り
！
可
愛
い
で

し
ょ
！
？

将
来
、
日
本
に
戻
る
か
ら
、
日
本
で
仕
事
を
し

た
い
か
ら
、
自
分
の
日
本
語
レ
ベ
ル
を
試
し
た

い
か
ら
な
ど
、
受
講
理
由
は
様
々
。

語
彙
・
文
法
は
、
比
較
的
勉
強
し
や
す
い
し
対

策
も
し
や
す
い
。
し
か
し
双
方
、
読
解
に
は
な

か
な
か
苦
戦
し
て
い
る
。
社
会
的
・
科
学
的
な

内
容
と
な
る
と
、
全
体
的
な
把
握
や
行
間
の
意

味
を
と
る
必
要
も
出
て
く
る
。

楽
し
く
テ
ス
ト
！
楽
し
く
問
題
に
挑
戦
！
読
解

で
表
情
歪
む
・
・
・

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
毎
回
、
あ
っ
と
い
う
間
の

9
0
分
が
過
ぎ
、
子
ど
も
達
は
午
後
の
通
常
ク

ラ
ス
へ
と
向
か
う
。
私
は
・
・
・
午
前
中
か
ら

の
ク
ラ
ス
の
後
で
お
腹
も
ペ
コ
ペ
コ
。
ガ
タ
ン

ガ
タ
ン
と
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
に
揺
れ
な
が
ら
、
翌

週
の
対
策
と
、
子
ど
も
達
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、
帰
途
に
着
く
。

さ
あ
、
1
2
月
の
本
番
ま
で
残
り
わ
ず
か
！
が

ん
ば
ろ
う
ね
、
６
人
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
た
ち
！

秋
の
風
景　

四
年
生

・
栗
ひ
ろ
い　

楽
し
く
ひ
ろ
お　

で
も
い
た
い

・
赤
と
ん
ぼ　

く
る
く
る
め
ま
い　

つ
か
ま
っ
た

　
（
高
山　

ひ
な
た
）

・
す
ず
し
い
な　

毎
年
の
秋　

ま
た
来
て
よ

　
（
荒
井　

輝
）

・
モ
ミ
ジ
だ
よ
、
き
れ
い
な
い
ろ
で　

か
わ
い
い

な（
菅
原　

美
雪
）　

・
秋
の
山　

じ
り
じ
り
じ
り
じ
り　

ト
ン
ボ
の
羽

　
（
清
水　

雄
介
）
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我
が
家
の
周
り
に
は
い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
い
る
。
ま
ず
は
闘
鶏
用
の

に
わ
と
り
。
家
の
周
り
に
は
三
十

羽
以
上
は
い
る
。
最
初
は
う
る
さ

く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
慣
れ

る
と
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い

の
が
自
分
で
も
不
思
議
だ
。
最
近

で
は
に
わ
と
り
が
一
斉
に
鳴
い
た

と
こ
ろ
で
睡
眠
に
は
ま
っ
た
く
影

響
が
な
い
。
に
わ
と
り
と
い
う
の

は
、
朝
に
鳴
く
も
の
と
思
っ
て
い

た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
闘

鶏
用
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
と

思
う
が
、
性
格
が
荒
い
た
め
か
、

一
羽
が
何
か
の
拍
子
に
鳴
き
始
め

る
と
、
他
の
に
わ
と
り
も
負
け
じ

と
反
応
し
大
合
唱
と
な
る
。
時
間

帯
は
関
係
な
い
。
大
合
唱
と
な
れ

ば
テ
レ
ビ
の
音
も
聞
こ
え
な
く
な

る
く
ら
い
で
あ
る
。
た
ま
に
運
悪

く
電
話
中
に
大
合
唱
が
始
ま
っ
て

し
ま
う
。
電
話
の
相
手
が
日
本
人

だ
と
驚
か
れ
、「
す
ご
い
ね
、
に

わ
と
り
の
鳴
き
声
」
と
必
ず
言
わ

れ
、
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
沈
黙
さ

れ
、
何
と
も
言
え
な
い
空
気
が
流

れ
る
。
お
そ
ら
く
電
話
の
向
こ
う

で
は
、
こ
の
人
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
る
ん
だ
？
と
思
わ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
う
。

こ
の
闘
鶏
用
の
に
わ
と
り
に
紛
れ

て
地
鶏
が
放
し
飼
い
さ
れ
て
い

る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
よ
り
も
か
な
り

小
さ
い
が
、
か
な
り
活
発
で
、
飛

び
回
っ
て
い
る
。
高
い
と
こ
ろ
に

も
飛
べ
る
。
我
が
家
の
屋
根
に
も

よ
く
飛
び
上
が
っ
て
い
る
。
に
わ

と
り
っ
て
飛
べ
る
ん
だ
と
、
セ
ブ

に
嫁
い
で
初
め
て
知
っ
た
。

以
前
は
七
面
鳥
も
い
た
。
ホ
ロ
ホ

ロ
ホ
ロ
と
独
特
の
鳴
き
声
で
あ
た

り
を
闊
歩
す
る
。
こ
れ
ま
た
人

間
の
高
さ
く
ら
い
の
垣
根
な
ら

平
気
で
飛
び
越
え
る
。
に
わ
と
り

と
比
べ
て
も
か
な
り
の
大
き
さ
な

の
で
、
こ
れ
が
飛
び
か
か
っ
て
く

る
と
恐
怖
で
あ
る
。
そ
し
て
近
所

の
韓
国
レ
ス
ト
ラ
ン
の
、
バ
ケ
ツ

に
入
っ
た
真
っ
赤
な
残
飯
を
も
り

も
り
食
べ
る
。
あ
る
時
、
何
羽
か

い
る
う
ち
の
二
羽
が
井
戸
に
落
ち

て
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
近
所
の
オ

ニ
イ
サ
ン
が
、
消
防
救
助
機
動
部

隊
（
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
）
並

み
に
ロ
ー
プ
一
本
で
井
戸
の
中
に

入
っ
て
行
き
、
無
事
に
二
羽
の
七

面
鳥
を
救
出
し
た
の
を
見
た
と
き

に
は
危
う
く
オ
ニ
イ
サ
ン
に
惚
れ

そ
う
に
な
っ
た
っ
け
。

ヤ
ギ
は
群
れ
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん

野
生
で
は
な
く
、
隣
の
叔
母
さ
ん

の
ヤ
ギ
た
ち
で
あ
る
。
い
つ
も
叔

母
さ
ん
が
経
営
し
て
い
る
雑
貨
屋

で
売
ら
れ
て
い
る
飼
料
の
袋
に
頭

を
突
っ
込
ん
で
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
と

食
べ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で

は
、
ヤ
ギ
を
飼
う
と
い
え
ば
、
朝
、

そ
の
辺
の
原
っ
ぱ
に
連
れ
て
行

き
、
葉
っ
ぱ
を
食
べ
さ
せ
る
と
い

う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
最
近

で
は
こ
の
あ
た
り
も
空
き
地
な
ん

て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
も
っ
ぱ

ら
飼
料
を
食
べ
さ
せ
て
い
る
よ
う

だ
。
だ
か
ら
エ
サ
代
だ
っ
て
ば
か

に
な
ら
な
い
と
思
う
け
ど
、
叔
母

さ
ん
、
あ
ま
り
そ
こ
の
と
こ
ろ
の

細
か
い
計
算
は
し
な
い
ら
し
く
、

売
れ
ば
必
ず
儲
か
る
と
本
気
で
信

じ
て
い
る
。
叔
母
さ
ん
の
雑
貨
屋

の
飼
料
が
な
く
な
る
と
、
こ
の
辺

を
徘
徊
し
、
姑
の
植
木
の
葉
っ
ぱ

を
全
部
食
べ
て
し
ま
い
、
姑
と
隣

の
叔
母
さ
ん
の
喧
嘩
の
火
種
と

な
っ
て
い
る
。
ヤ
ギ
は
メ
ー
と
鳴

く
と
思
っ
て
い
た
が
、
時
々
、
ア

ギ
ャ
ー
と
鳴
く
。
聞
き
よ
う
に

よ
っ
て
は
、
人
間
の
悲
鳴
に
聞
こ

え
な
く
も
な
く
、
夜
中
に
聞
こ
え

る
と
ち
ょ
っ
と
怖
い
。
ま
た
ヤ
ギ

は
瞳
が
四
角
く
、
じ
っ
と
睨
ま
れ

る
と
何
と
も
不
気
味
で
あ
る
。

豚
も
い
る
。
あ
る
日
突
然
、
や
っ

て
来
た
。
そ
れ
が
み
る
み
る
内
に

大
き
く
な
っ
て
い
く
。
よ
く
豚
み

た
い
に
ブ
ク
ブ
ク
太
る
、
と
い
う

が
、
な
る
ほ
ど
と
毎
日
、
見
て
い

る
と
納
得
す
る
。
そ
し
て
豚
の
生

活
は
、
本
当
に
「
食
っ
ち
ゃ
寝
」

で
あ
っ
た
。
窓
か
ら
見
え
る
豚

を
横
目
に
、
あ
あ
な
っ
て
は
い
け

な
い
と
自
分
で
自
分
を
戒
め
て
い

る
。　

豚
も
時
々
、
驚
く
ほ
ど
の

大
き
な
声
で
鳴
く
。
た
い
て
い
は

お
腹
が
空
い
て
い
る
よ
う
で
、
エ

サ
の
催
促
ら
し
い
。
こ
れ
を
放
っ

て
お
く
と
だ
ん
だ
ん
悲
痛
な
叫
び

と
な
る
。
こ
う
な
る
と
に
わ
と
り

の
大
合
唱
よ
り
う
る
さ
く
、「
豚

に
エ
サ
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
、
豚
の
代
わ
り
に
隣
の
家
に
催

促
し
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ

る
晩
、
こ
の
豚
の
鳴
き
声
が
い
つ

も
よ
り
大
き
く
聞
こ
え
て
き
た
。

外
を
見
る
と
、
数
人
の
男
た
ち
が
、

こ
の
豚
の
首
に
縄
を
つ
け
て
、
ど

こ
ぞ
に
引
っ
張
っ
て
い
っ
た
。
も

し
か
し
て
ど
っ
か
に
売
ら
れ
ち
ゃ

う
の
？
と
、
毎
日
、
見
て
い
る
う

ち
に
情
が
湧
い
て
し
ま
い
、
思
わ

ず
「
ド
ナ
ド
ナ
」
を
口
ず
さ
み
し

ん
み
り
し
て
し
ま
っ
た
。

い
や
、
豚
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
食
用
の
家
畜
な
の

だ
。
闘
鶏
用
の
に
わ
と
り
も
、
闘

い
に
負
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
て
し
ま

う
。
肉
は
噛
み
き
れ
な
い
ほ
ど
硬

い
が
、
い
い
出
汁
が
出
る
。
祭
り

の
前
日
の
夜
中
の
豚
の
断
末
魔
と

解
体
を
見
れ
ば
、
ト
ラ
ウ
マ
に

な
っ
て
、
二
度
と
豚
肉
は
口
に
で

き
な
く
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
な

い
が
、
か
わ
い
そ
う
と
か
言
い
な

が
ら
、
翌
日
、
う
ま
い
、
う
ま
い

と
食
べ
て
し
ま
う
自
分
は
薄
情
な

の
か
。
息
子
に
い
た
っ
て
は
、
ひ

よ
こ
か
ら
可
愛
が
り
育
て
て
い
た

（
よ
う
に
み
え
た
）
に
わ
と
り
を

自
分
の
誕
生
日
に
食
べ
て
し
ま
っ

た
り
、
パ
チ
ン
コ
で
飛
ぶ
鳥
を
仕

留
め
た
と
得
意
に
な
っ
て
い
る
。

（
仕
留
め
た
鳥
を
ど
う
し
た
の
か

は
恐
ろ
し
く
て
聞
い
て
い
な
い
。）

草
む
ら
で
大
ト
カ
ゲ
を
見
つ
け
れ

ば
、
目
の
色
を
変
え
石
で
仕
留
め

よ
う
と
す
る
周
り
の
大
人
た
ち
を

見
て
い
る
せ
い
か
た
く
ま
し
い
。

人
間
は
命
を
食
べ
て
生
き
て
い
る

の
だ
と
実
感
す
る
。（
合
掌
。）

★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@ja-cebu.com」迄、お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を公募しております。

女 35 歳　セブ島で楽しく明るい貧乏生活
国際協力ボランティア団体 DAREDEMO HERO スタッフ

JUNKO

　貧乏生活で一番大切なもの、それは「健康」です。
　幸いにも、セブに移住してから 1 年半、大きな病気にかかることなく、一度も病院に行くこともなく生活できています。しかし、それはあくまでも「幸い」
なことで、いつ病気にかかるかは、誰にも分かりません。
　先日、DAREDEMO HERO のフィリピン人スタッフが緊急入院をしました。夜中に激しい腹痛に襲われ、救急病院に駆け込んだようです。簡易検査の結果、
盲腸と診断され手術が必要とのこと。その際に請求された金額は、なんと 150,000 ペソ !!! しかもそのうち 70％を支払わなければ手術の日程も決まりません。
日本で言えば、突然「100 万円もってこい」と言われるようなもの。大事なスタッフの命に関わることなので、代表も支援をして何とかお金を準備し、手術
に向けて検査を進めることが出来ました。結果的に、糖尿病（さすがフィリピン人 !!）と太り過ぎ（？）で手術が難しく、薬で散らすことになりました。そ
れにしても治療費は超高額。
　今回フィリピン人スタッフが入院したのは、中級の私立病院です。フィリピン人曰く、緊急の際に公立病院に運び込まれると、順番待ちの間に死んでしま
う可能性があるとのこと。確かに以前当団体の奨学生の母親が、交通事故にあった際も、血まみれで病院に行ったにもかかわらず、まずは「誰が支払いをす
るのか」が決まるまでは、治療してもらえなかったこともありました。お金がなければ、助かる命も助からないこの国で、貧乏はまさに死活問題です。
　しかし、フィリピン人のすごいところは、親戚・友人・近所の人などからどうにかお金をかき集めてくることです。例えお金がなくても、しっかりと生き
抜くすべを持っているのです。
　この国で貧乏生活を続けていくためには、フィリピン人に習って人と人とのつながりを大切に、助け合いの精神を学んでいかなければいけないと、改めて
感じました。そして何より、「健康第一 !!」楽しく明るい貧乏生活の継続のためにも、暴飲暴食は避け、健康管理をしっかりとしていきたいと思いました。
　


